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ID番号 6180      事業所名 株式会社山本工業
生年月日 1989/01/01 受診日 2023/09/06
性別　/年齢 男性 / 34歳 記号・番号 ・

受診コース 定期健康診断B

                 

判定項目
今　　　回 前　　　回 前　々　回
2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

メタボリックシンドローム判定 判定不能 判定不能 判定不能

支　援　レ　ベ　ル 情報提供 情報提供 判定不能

各  部  判  定 今　回 前　回 前々回 各  部  判  定 今　回 前　回 前々回 各  部  判  定 今　回 前　回 前々回

身  体  測  定 C C C 糖   　代　   謝 A A A 胸 部 X 線 検 査 A A A

血             圧 A A B 腎  尿  路  系 A A A 胃  部  カ  メ  ラ

聴  力  検  査 A A A 便     検     査 A A A  腹  部  超  音  波

眼 科 系 検 査 C C D 血  液  一  般 A A A 腫  瘍  ﾏ ｰ ｶ ｰ

尿　　酸　　値 A A A 肝  　       　炎

肝 胆 膵 機 能 C A A 肺 　  機   　能

脂　質　検　査 A A A 心  　電　 　 図 A A A

総　合　判　定 C 健診実施医： 根本　佳和

1度の肥満を認めます。　食事・運動療法を行って下さい。

軽度の肝機能障害を認めます。　今までの経過より、体重増加に伴う脂肪肝の可能性があります。減量して下さい。

A：　異常なし　　　　    　 　 　B：　軽度異常　　　　　  C ：　要経過観察

D：   再検査 ・ 精密検査　　  E：要治療　　　   　　 　　F ：　治療中
《　判定の見方　》

根本 佳和
山北
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問診項目
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

服　薬　歴

血　　圧

糖　　尿

脂　　質

喫　煙　歴

既　　往　　歴

特記すべきことなし 特記すべきことなし

自　覚　症　状
異常なし 異常なし

診　察　所　見

異常なし 異常なし

身 体 測 定 判  定 C C C

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

身長 cm 165.8 166.1 166.3

体重 kg 72.5 69.4 70.3

ＢＭＩ 18.5～24.9 H 26.4 H 25.2 H 25.4

腹囲（実測） cm ～84.9 H 92.4 H 91.5 H 91.0

血     圧 判  定 A A B

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

血圧（最高） mmHg ～129 112 113 119

血圧（最低） mmHg ～84 66 76 H 85

血圧（最高）2 mmHg ～129 124

血圧（最低）2 mmHg ～84 H 86

聴 力 検 査 判  定 A A A

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

１０００Ｈｚ（右） dB ～30 5 5 10

４０００Ｈｚ（右） dB ～30 5 5 5

１０００Ｈｚ（左） dB ～30 5 5 10

４０００Ｈｚ（左） dB ～30 5 5 10

眼 科 系 検 査 判  定 C C D

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

裸眼視力（右） 1.0～ L 0.40 L 0.20 L 0.30

裸眼視力（左） 1.0～ L 0.20 L 0.20 L 0.20

矯正視力（右） 1.0～ 1.50 1.20 1.20

矯正視力（左） 1.0～ 1.50 1.20 1.50
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尿　　酸　　値 判  定 A A A

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

尿酸（ＵＡ） mg/dｌ 2.1～7.0 5.9 5.4 5.7

肝胆膵機能 判  定 C A A

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

ＧＯＴ U/ｌ ～30 30 18 21

ＧＰＴ U/ｌ ～30 H 46 24 30

γ－ＧＴＰ U/ｌ ～50 38 25 29

脂    質 判  定 A A A

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

ＨＤＬコレステロール mg/dｌ 40～ 43 41 45

ＬＤＬコレステロール mg/dｌ 60～119 119 104 112

中性脂肪 mg/dｌ 30～149 107 97 99

糖  代  謝 判  定 A A A

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

尿糖定性 （－） 　（－） 　（－） 　（－）

空腹時血糖 mg/dl ～99 85 82 82

ＨｂＡ１ｃ（ＮＧＳＰ値） ％ ～5.5 5.3 5.3 5.2

腎尿路系 判  定 A A A

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

尿蛋白 （－） 　（－） 　（－） 　（－）

尿潜血 （－） 　（－） 　（－） 　（－）

ウロビリノーゲン （±） 　（±） 　（±） 　（±）

尿素窒素（ＢＵＮ） mg/dｌ ～22.0 21.6 21.0 18.3

クレアチニン mg/dｌ ～1.0 0.81 0.75 0.79

便  検  査 判  定 A A A

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

便潜血１回目 （－） 　（－） 　（－） 　（－）

便潜血２回目 （－） 　（－） 　（－） 　（－）

血 液 一 般 判  定 A A A

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

白血球 μl 3100～8400 7500 6400 5800

赤血球 万/mm3 400～539 533 529 536

血色素・ヘモグロビン g/dl 13.5～17.6 15.3 15.4 15.6

ヘマトクリット ％ 38.5～48.9 48.3 47.8 48.3

ＭＣＶ ｆｌ 83～102 90.6 90.4 90.1

血小板 万/mm3 13.1～36.2 27.7 25.6 23.9
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肺　機　能 判  定

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

心　　　　　　　臓 判  定 A A A

検査項目
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

安静時心電図

正常範囲 正常範囲 正常範囲

呼 吸 器 検 査 判  定 A A A

検査項目
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

胸部レントゲン

正常範囲 正常範囲 正常範囲

胃部内視鏡 判  定

検査項目
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

胃部内視鏡

腹部超音波検査 判  定

検査項目
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07

腹部超音波検査

腫瘍ﾏｰｶｰ 判  定

検査項目 単位 基準値
今　　　回 前　　　回 前　々　回

2023/09/06 2022/09/13 2021/09/07



検 査 項 目 の ご 説 明

　☆　白血球数(WBC)　：　血中の白血球数の異常な増加は、細菌感染や炎症の存在を意味します。 

　☆　赤血球数(RBC)　：　酸素や炭酸ガスを運びます。少ないと貧血、多いと多血症を意味します。

　☆　血色素量(Hb) 　：　酸素を運ぶ、ヘモグロビン(Hb)の濃度で、貧血を調べます。 

　☆　ヘマトクリット(Ht)　：　血中にどれくらいの割合で赤血球が含まれているかを調べます。

　☆　血小板数(PLT)　：　止血を担っています。多少のずれなら、あまり心配ありません。

　☆　総蛋白(TP)・アルブミン　：　肝硬変･栄養不良･ネフローゼ症候群などで低下します。また、この比にて、多発性骨髄腫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などの疾患が疑われる場合があります。

　☆　総ビリルビン(T-Biｌ)　：　肝臓の処理能力が低下すると血中量が増え、黄疸の原因となります。

　☆　GOT・GPT　：　肝細胞の酵素で、肝障害にて増加します。 

　☆　ALP　：　肝臓病や胆道疾患で上昇します。骨・血液にも含まれる酵素です。

　☆　LDH　：　肝臓･心臓･肺･腎臓･血液･骨格筋に含まれる酵素です。

　☆　γ-GPT　：　肝臓病や胆道疾患、特にアルコール摂取で上昇します。

　☆　アミラーゼ(AMY)　：　膵臓に障害が起こると、アミラーゼが上昇します。唾液の酵素でもあり注意が必要です。

　☆　T-CHO　：　総コレステロールの値で、様々な脂質を含みます。

　☆　HDL-C　：　血管壁内の動脈硬化を引き起こすコレステロールを取り除き、肝臓まで運びます。

　☆　LDL-C　：　肝臓でつくられたコレステロールを各臓器に運ぶ働きをしており、悪玉コレステロールと呼ばれています。

　☆　中性脂肪(TG)　：　臓器や組織の維持に重要な役割を果たした後、肝臓や脂肪組織の中に蓄えられます。

　☆　尿素窒素(BUN)　：　腎機能障害･腎不全･上部消化管出血･脱水などで上昇します。

　☆　クレアチニン(CRE)　：　腎機能を示します。

　☆　eGFR　：　腎臓の老廃物を尿へ排泄する能力の指標です。

　☆　尿酸(UA)　：　尿酸は針の様な結晶をつくり、痛風･尿管結石･腎結石の原因になります。

　☆　電解質　：　電解質は電気を通すミネラルです。体液中のイオンバランスを調査します。
　　　　ナトリウム(Na)　：　体内の水分調節をします。
　　　　カリウム(K)　：　筋肉や神経に関係があり、不整脈の原因の場合があります。果物野菜に多く含まれます。
　　　　カルシウム(Ca)　：　歯や骨の形成・刺激の伝達・血液の凝固作用をします。 
　　　　クロール(Cl)　：　ナトリウムとともに水分の調節と浸透圧を保つ重要な因子です。

　☆　CRP　：　CRPは急性炎症で急速に増加するため、炎症の指標となります。

　☆　血糖　：　血中のブドウ糖濃度です。糖尿病･アルコール･食べ過ぎ･肝硬変等で上昇します。

　☆　HbA1c　：　1〜2ヶ月前の血糖の平均値で、糖尿病の診断、糖尿病のコントロール状態を示します。

　☆　鉄(Fe)　：　鉄はヘモグロビン構成物質のひとつです。貧血で低下します。

　☆　HBｓ抗原　：　B型肝炎ウイルスに感染しているかどうかを調べる血液検査です。

　☆　HBｓ抗体　：　陽性であれば過去にB型肝炎ウイルス感染し、その後治癒やしたことを示します。

　☆　HCV抗体　：　C型肝炎に感染しているかどうかはHCV抗体検査後、陽性の場合は引き続きHCV抗体価を測定します。

　☆　尿蛋白　：　腎臓病などのさまざまな障害により、通常より多くのたんぱく質が尿中に現れることがあります。

　☆　尿潜血　：　腎臓や尿管起きる炎症や結石、腫瘍を発見する手がかりとして尿潜血反応が用いられています。

　☆　ウロビリノーゲン　：　尿中に含まれるウロビリノーゲンを量測し、肝機能に異常がないかを調べます。

　☆　PH　：　高あるいは低 pH が長期にわたり持続するようであれば、他の検査項目と併せて判断が必要となります。

　☆　ヘリコバクターピロリ抗体　：　胃の中の細菌に対する抗体です。胃・十二指腸潰瘍、胃がんの原因です。

　☆　ペプシノーゲン　：　新しいマーカーで、萎縮性胃炎･胃がんをスクリーニングします。


